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～子どもたちと向き合う
時間の確保に向けて～

令和8年6月29日、“職員室を「チーム」に「学びの

転換」を実現する”をテーマに、青森市小学校長研修

会が青森市教育研修センターにて開催されました。

当課が実施している学校業務改善伴走型支援事業の

委託業者である（株）先生の幸せ研究所のコンサルタント 青山光一氏（大日向中等教育学校校長）を講師に、

学校経営のリーダーである校長にとって重要となる「チームビルディング」、こども主体の学びを実現する

ための「学びの転換」について、深く学ぶことのできる有意義な時間となりました。

“職員室を「チーム」に「学びの転換」
を実現する”をテーマに研修会を実施！

青森市
小学校長会

コンサルタント及び現職の校長でもある青山さんから、御自身の実践や他県の
事例を交え、わかりやすくお話いただきました！その概要を紹介します！！研修会の内容
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〇学校・職員室をチームにしていく
ためには、「形成期・混乱期・統
一期・機能期」のプロセスにおけ
る各段階において、「集団に必要
なこと」「話し合いのスタイル」
「成長促進のポイント」「リーダ
ーの関わり方」「メンタルモデル」
という５つの視点に基づくアクシ
ョンを起こすことが大切です。

〇東京都のある小学校では、「勤務時間内に仕事
が終わらない」「職員の人間関係が微妙（派閥
的なものも存在）」など多くの課題を抱えてい

ましたが、教員主体の取組により、１年で大き
く変化しました。

余白をつくるための本音を出し合う場が、
対話を促進するきっかけになっています！



〇こどもを自立した学び手へと
成長させるめに、授業はもち
ろんのこと、宿題を含めた全

ての教育活動で学びの転換
を図っていくことが大切です。

教師主体のプロジェクトにより
学校経営への参画意識が高まり、
一人一人の「やりがい」の向上に

つながっています！

職員全員がプライベートの充実を含めた
「働きやすさ」と「やりがい」を実感し、学
力向上や不登校ゼロなど、こどもたちに
とっても楽しく幸せいっぱいの学校づくり

を実現しています！

こども主体の学びを実現
するための手法の一つである
「自己調整学習」の段階的な
プロセスです。こどもに委ねる
場面と一斉指導とのバランス
や必然性がポイントです。

宿題を廃止し、こども自ら学習する指導
に変更した結果、学力が向上しました！

今号で紹介した青森市小学校長研修会は、学校業務改善伴走型支援事業を活用したものであり、その後2回目の

研修会（オンライン）を実施するなど、大変好評をいただいております。昨年度は、計48校の学校（小・中・高・特支）、

計19団体の教育団体（校長会・教頭会など）が実施し、今年度はすでに昨年度を上回る数の学校から申込をいただいてい

ます！！専門のコンサルタント及び教育委員会職員の支援を受けながら、各学校・教育団体が主体的に業務改善を進めて

います。更に今年度は新たに「授業改善」をメニューに加え、こちらも大変好評です！

「まずはやってみよう！」のマインドで、あなたの学校または教育団体

でも取り組んでみませんか？たくさんの申込をお待ちしています！！

あなたの「学校」「教育団体」でも
「学校業務改善伴走型支援事業」を活用してみませんか？

申込は
こちらから！
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